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六 甲 （第４８号）
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検
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検
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陸
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四
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第
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連
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集
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訓
練

五
面

第
十
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連
隊
長

河
野
玄
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陸
佐
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面

三
自
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隊
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就
職
援
護
広
報
支
援
、
他
五
件

記事内容

六

甲

連
隊
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
二

十
七
日
（
土
）
か
ら
三
十
一
日
（
水
）

ま
で
の
間
、
青
野
ヶ
原
演
習
場
に
お

い
て
第
三
次
師
団
訓
練
検
閲
を
受
閲

し
た
。

本
訓
練
検
閲
は
、
「
師
団
の
陣
地

防
御
に
お
け
る
第
三
後
方
支
援
連
隊

の
行
動
」
を
検
閲
課
目
と
し
、
編
成

完
結
式
に
お
い
て
、
統
裁
官
よ
り

「
責
務
の
完
遂
」
、
「
指
揮
の
要
訣

の
実
践
」
、
「
基
本
基
礎
の
徹
底
」

「
安
全
管
理
・
健
康
管
理
」
の
四
点

が
要
望
さ
れ
、
四
夜
五
日
に
わ
た
る

検
閲
が
開
始
さ
れ
た
。

連
隊
は
、
編
成
完
結
式
及
び
隊
容

検
査
に
引
き
続
き
、
三
十
キ
ロ
の
徒

歩
行
進
を
実
施
し
た
。

徒
歩
行
進
で
は
、
行
進
途
中
か
ら
雨

が
降
り
出
す
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た

が
、
隊
員
達
は
雨
に
負
け
る
こ
と
な

く
、
ほ
ぼ
全
員
が
完
歩
し
た
。

徒
歩
行
進
後
、
隊
員
達
は
連
隊
長

要
望
事
項
で
あ
る
「
基
本
基
礎
動
作

の
確
行
」
、
「
支
援
任
務
の
完
遂
」

を
胸
に
秘
め
連
隊
長
を
核
心
と
し
て

全
隊
員
が
一
丸
と
な
り
「
支
魂
の
盾

作
戦
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任

務
に
邁
進
し
た
。

こ
の
作
戦
名
の
由
来
は
、
連
隊
が

持
つ
「
整
備
魂
」
、
「
補
給
魂
」
、

「
輸
送
魂
」
、
「
衛
生
魂
」
の
四
つ

の
魂
を
「
四
魂
」
と
総
じ
て
「
支
魂
」

と
表
現
し
、
師
団
の
防
御
作
戦
に
参

加
し
て
い
る
意
志
を
「
盾
」
と
表
現

し
た
。

整列した連隊隷下部隊 補助官に質問を受ける隊員

本
部
付
隊

二
曹

山
下

悦
子

第
一
整
大

士
長

高
橋

佑
昴

〃

一
士

三
谷

晃
平

第
二
整
大

二
曹

和
田

仁

〃

三
曹

杉
山

泰
昭

補

給

隊

士
長

永
岡
宗
一
郎

輸

送

隊

士
長

小
寺

正
直

衛

生

隊

士
長

中
村

剛
偽装を施した車両

受
閲
間
、
各
部
隊
は
迅
速
に
支
援

施
設
の
開
設
、
掩
蓋
材
を
利
用
し
た

強
固
な
掩
体
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
対
遊
撃
、
対
航
空
攻
撃
、
特
殊

武
器
防
護
等
に
適
切
に
対
処
す
る

等
、
隊
員
達
は
強
い
精
神
力
で
訓
練

成
果
を
遺
憾
無
く
発
揮
し
て
全
員
で

任
務
を
完
遂
し
、
師
団
長
か
ら
高
い

評
価
を
頂
い
た
。

２０１２年（平成２４年）１１月３０日

背嚢入れ組品の点検
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連
隊
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日
（
月
）

か
ら
二
十
七
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
青
野
ヶ
原
演
習

場
に
お
い
て
第
三
次
連
隊
集
中
野
営
訓
練
を
実
施
し

た
。本

訓
練
開
始
に
あ
た
り
、
連
隊
長
は
「
基
本
基
礎

の
徹
底
」
、
「
支
援
任
務
の
完
遂
」
を
要
望
し
、
三

夜
四
日
に
わ
た
り
一
連
の
状
況
下
で
第
三
次
師
団
訓

練
検
閲
に
お
け
る
連
隊
検
閲
受
閲
に
向
け
訓
練
練
度

の
向
上
を
図
っ
た
。

六 甲 第４８号 ２０１２年（平成２４年）１１月３０日

連隊作戦会議 被拘束者に対する尋問

展開地域への進入

検問所での車両点検

対空警戒

大型トラックの回収

ドラム缶の集積作業

索敵行動

患者搬送

４



六 甲 第４８号 ２０１２年（平成２４年）１１月３０日

連
隊
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
四
日
（
火
）
に
「
平
成
二
十
四
年
三
・
四
月
新
隊
員
特
技
課

程
（
需
品
）
」
及
び
「
第
五
期
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
（
需
品
）
」
、
同
年
九
月
七
日

（
金
）
に
は
、
「
平
成
二
十
四
年
三
・
四
月
新
隊
員
特
技
課
程
（
衛
生
）
」
及
び
第
五
期
一
般

陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
（
衛
生
）
」
の
修
了
式
を
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
長

吉
田
様
ほ
か
、
補
給
分
会

長

枦
木
様
及
び
衛
生
分
会
長

仲
田
様
の
ご
臨
席
を
得
て
そ
れ
ぞ
れ
挙
行
し
た
。

修
了
式
で
は
、
連
隊
長
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
Ｏ
Ｂ
会
長

吉
田
様
か
ら
祝
辞
を
賜
っ
た
。

修
了
式
終
了
後
、
記
念
撮
影
に
引
き
続
き
記
念
会
食
を
実
施
し
た
。

式辞を述べる連隊長

国歌斉唱 連隊の隊員に見送られ新任地へ

連隊ＯＢ会長からの祝辞

連
隊
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
四
日
（
木
）
か
ら
五
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
千
僧

駐
屯
地
に
お
い
て
、
営
内
班
長
等
集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
躾
事
項
の
指
導
が
な
さ
れ
、
営
内
班
長
を
核
心
と
し
た
団
結
あ
る
健

全
な
営
内
班
を
育
成
す
る
た
め
、
営
内
班
長
等
と
し
て
や
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て
の

識
能
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
責
任
感
の
涵
養
を
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

た
。各

隷
下
部
隊
か
ら
は
、
日
頃
か
ら
親
愛
の
情
を
も
っ
て
班
員
の
指
導
を
行
っ
て
い

る
営
内
班
長
等
が
参
加
し
、
営
内
班
長
に
関
す
る
業
務
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
及

び
事
例
研
究
等
、
様
々
な
分
野
で
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
参
加
者
達
は
営
内
班
長
の
責

務
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

討
議
の
結
果
を
発
表
す
る
営
内
班
長

事
例
研
究
で
の
グ
ル
ー
プ
討
議

３



六 甲 （第４８号）

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
九
日
（
月
）
、
第
十
四
代
第
三
後
方
支
援
連
隊

長
に
河
野
玄
治
（
こ
う
の

げ
ん
じ
）
一
等
陸
佐
が
着
任
し
た
。

副
連
隊
長
以
下
各
部
隊
長
、
各
幕
僚
の
出
迎
え
を
受
け
た
後
、
着
任
式
、

幹
部
挨
拶
及
び
状
況
報
告
を
実
施
し
て
連
隊
の
状
況
を
把
握
し
た
。

着
任
式
で
は
、
連
隊
隊
員
に
対
し
て
「
生
せ
ば
な
る
」
、
「
前
へ
」
の
二

点
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
「
み
ん
な
と
共
に
汗
を
流
し
て
い
こ
う
」
と
力

強
い
着
任
の
辞
を
述
べ
、
こ
の
日
か
ら
、
河
野
連
隊
長
を
核
心
に
、
新
た
な

第
三
後
方
支
援
連
隊
が
始
ま
っ
た
。

師団長から着任部隊長紹介 着任の辞を述べる河野連隊長

幹部挨拶 状況報告

２０１２年（平成２４年）１１月３０日
５



連
隊
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
十
日
（
水
）
千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て

北
部
方
面
隊
が
実
施
す
る
「
三
自
衛
隊
統
一
就
職
援
護
広
報
」
を
支
援

し
た
。

三
自
衛
隊
統
一
就
職
援
護
広
報
は
、
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
及
び
地
方

協
力
本
部
が
協
力
し
て
北
部
方
面
管
内
の
退
職
自
衛
官
雇
用
協
力
企
業

主
に
対
し
て
就
職
援
護
広
報
を
実
施
し
、
自
衛
隊
の
真
姿
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
理
解
を
得
て
退
職
予
定
隊
員
の
就
職
援
護
基
盤
の
充
実
を
図

る
た
め
に
行
わ
れ
た
。

訓
練
展
示
で
は
、
第
三
特
殊
防
護
隊
と
衛
生
隊
に
よ
る
化
学
テ
ロ
発

生
時
の
現
場
に
お
け
る
被
害
者
の
救
出
か
ら
医
療
活
動
ま
で
の
一
連
の

状
況
を
展
示
し
た
。

見
学
さ
れ
た
協
力
企
業
の
方
々
は
、
自
衛
隊
の
活
動
に
関
心
を
寄
せ

て
い
た
。

六 甲 第４８号 ２０１２年（平成２４年）１１月３０日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
一
日
（
日
）
千
僧
駐

屯
地
厚
生
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
「
第
一
回
連
隊

Ｏ
Ｂ
会
役
員
会
議
」
が
実
施
さ
れ
た
。

日
頃
か
ら
ご
支
援
頂
い
て
い
る
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
役

員
の
方
々
が
数
多
く
来
隊
さ
れ
、
平
成
二
十
四
年

度
の
各
事
業
の
報
告
、
平
成
二
十
四
年
度
定
期
総

会
実
施
成
果
及
び
下
期
事
業
の
予
定
等
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
た
。
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宏

火
器
車
両
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備
中
隊
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也

〃

一
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武
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稔

施
設
整
備
隊
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東

條

伸

一

〃

二
曹

谷

中

淳

〃

二
曹

嶋

村

秀

樹

〃

二
曹

西

岡

宏

晃

通
信
電
子
整
備
隊

一
曹

土

井

雅

之

第
二
整
大
隊

本
部
付
隊

曹
長

田

中

隆

司

第
三
普
通
科
直
接
支
援
中
隊

三
佐

宮

本

和

典

〃

一
曹

古

川

昭

二

〃

一
曹

柳

谷

昌

弘

〃

二
曹

河

端

重

光

〃

二
曹

押

川

和

紀

特
科
直
接
支
援
隊

二
曹

立

石

千

明

〃

二
曹

沖

田

恵

均

戦
車
直
接
支
援
隊

二
曹

吉

廣

善

明

〃

二
曹

河
原
田

宣

孝

高
射
直
接
支
援
隊

曹
長

秋

元

康

伴

偵
察
直
接
支
援
小
隊

曹
長

小

林

毅

輸

送

隊

三
佐

高

橋

康

洋

〃

一
曹

三

宅

比
呂
志

〃

二
曹

藤

木

昭

廣

〃

二
曹

寺

岡

善

昭

衛

生

隊

二
曹

原

田

法

仁

読
者
の
皆
さ
ん
、
「
六
甲
」
を
ご
愛
読
下
さ

い
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
季
節
は
早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
り

一
ヶ
月
に
な
り
ま
し
た
。

連
隊
は
、
今
年
最
大
の
目
標
で
あ
っ
た
「
連

隊
訓
練
検
閲
」
を
受
閲
し
て
、
高
い
評
価
を
頂

く
事
が
で
き
ま
し
た
。

本
検
閲
に
際
し
て
、
隊
員
を
支
え
て
下
さ
っ

た
ご
家
族
の
皆
様
、
激
励
及
び
ご
支
援
を
頂
い

た
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
、
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
新
連
隊
長
に
河
野
一
佐
が
着
任
し
ま

し
た
。

連
隊
は
、
新
し
い
態
勢
で
更
な
る
精
強
化
を

目
指
し
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
支
援
ご
鞭
撻
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

連
隊
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま

す
。携

帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ご
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
第
三
後
方
支
援
連
隊
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
方
法
：
「
第
三
後
方
支
援
連
隊
」
を

検
索→

「
第
三
後
方
支
援
連
隊
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

Ｐ

Ａ
Ｇ
Ｅ
」→

を
ク
リ
ッ
ク
！

ア
ド
レ
ス

w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.j
p
/g
s
df
/
ma
e
/

3

６

転
出
、
任
期
満
了
退
職
及
び
定
年
退
官
さ
れ
る
皆
様
へ
の
ご
案
内
で
す
。

連
隊
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、
第
三
後
方
支
援
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
会
員
相
互
の
親
睦
及

び
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
第
三
後
方
支
援
連
隊
の
活
動
及
び
行
事
等

を
後
援
し
て
、
そ
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る
会

で
す
。

Ｏ
Ｂ
会
発
展
の
た
め
、
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
会
さ
れ
る
方
は
、
各
部
隊
人
事
担
当
者
ま
で
。

3
d
/
3l
o
g/
i
nd
e
x.
h
tm
l

井
上
曹
長

久
松
２
曹

小
南
２
曹

庶
務
班
長

広
報
班
長

広
報
陸
曹


